
氏名 廣井　いずみ

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・人間論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任、学生相談室運営委員、クリニック紀要編集委員、臨床心理クリニック相談員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

能動的な学修態度を高める工夫を行い、専門知識への導入を図っている。
専門知識に関わることをテーマにし、自分の体験から導き出されることを書き出し、グ
ループで出し合う。グループごとの発表では、出された意見の多様性を残した形での発
表を促す。
グループディスカッションから出されたアイデアを生かしながら、講義を進めること
で、日常の感覚に即した形で専門知識が理解できるよう工夫している。

・平成31年3月5日　和歌山家庭裁判所家庭裁判所調査官自庁研修において、非行少年の
事例の検討会においてコメンテーターを務めた。

大阪市立大学大学院生活科学研究科博士課程修了

博士(学術）

加害者臨床、司法福祉学、家族心理学、青年期心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費基盤研究（Ｃ）　「『人とつながる力』に焦点をあてた非行少年の社会復
帰支援に関する研究」（代表者）
・科学研究費基盤研究（Ｃ）「矯正・更生保護処遇終了者の社会復帰支援　－援助を受
ける者から援助要請する者へー」（代表者）

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

犯罪心理学会、司法福祉学会、コミュニティー心理学会、心理臨床学会、家族心理学会

非行、犯罪を経験した人の社会復帰支援（援助要請、修復的実践を用いた社会復帰支
援）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・犯罪心理学特論
・臨床心理学特論Ⅱ
・臨床心理学査定演習Ⅰ
・臨床心理基礎実習
・心理実践実習Ⅰ
・心理教育特論

授業科目

学部担当科目

・犯罪心理学
・青年心理学
・カウンセリング実習Ⅰ、Ⅱ
・臨床心理学基礎実習(一)、(二)
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ
・臨床心理学特殊講義(一)
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非行経験者が非行から離脱すると
きに、援助要請行動が見られるの
はどの段階か、どのように為され
るのか、非行経験者の手記を分析
することで検討した。援助要請に
は、非行や非行集団からの離脱の
ための援助要請、今後の進路の実
現のための援助要請の２種類が見
られ、両者について、①支え、ガ
イドしてくれる大人との出会いを
経験していることが前提条件とし
て見られ、後者については、②周
囲との関係性の構築を体験し、こ
の関係性を基盤にインフォーマル
な援助を求めることが見られた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

①非行経験者が援助要請を
行うまでの他者との体験過
程について
－非行経験者の手記の分析
から－

②

②

③
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③

（学会発表）
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③
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